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血新嘗沈殿妄芸お細る祭祀儀礼  

撃利い鋸L拍 ※秒≡灘慢臓維  

漢民族のほか、ミヤれ扶「計族トヤオ族  

ほ宗族）などの少数民族が住んでいる。東灘  

生産も盛んでゝ 蜜柑∴梅㌔ 梨、ブドウなど  

の果樹もよく見られる。調査中はほぼ最高  

気温匹け度近くという厳Lい残暑椛＝＝をコでの  

取材線動は太変なものであった  

はじめに   

2（那年8月28日から9月2田にかけて、神  

奈川大学メディア教材制作プロジュタが実  

施された。こ椚プロジェクは湖南省新化県  

の中の三つの鎮である水草鎮、q洋渓鎮財経  

山鎮を取材地とし、農相の観光や子供∬凍  

をテ山一マにピザオ撮影と取材を行う婆〕ので  

ある（。廣田律子先生がコー岬－デイネイタ柵と  

なり、泉水英計先生も引率し、経営学部、  

理学部そして歴史民俗資料学研究所から筆  

者ら、計‖名の学凌が参加し窺施きれた。   

本報告ほ今回伊）プロジュタで取材Lた祭  

りを中心とL報告するものである。  

2、食について   

日寒では辛い中華料理と言えば「匹川音料  

理」と思われる方も多いと思うが∴中国で  

は俗に「匹川l人不憫肇㌧ 潤摘け㍍齢円熟〕津！  

川人は辛いのを恐れず、湖南Åは孝ぺな骨  

ことを恐れる。J）」と言われる。j   

新化県のレストランでは、ほとんどの料  

理に唐辛子が使われており，、「唐辛子を抜い  

て要ほんのわずかにして賃」と高鳥て、料  

理を注文しても、出てきたも潤を食べると，、  

まだまだ辛く感じた。まだ地元げ）方から  

「寒くないとおいしくないよ」そんな言葉を  

開く度に海 淵南の人たちのト撃さ川【j ヘグ）拘  

りを感じている。   

今回の訪問ほ凝渡滝がら、簸げ）習俗につ  

♭鳥て当地民翔お話しはほんのわずかで、ニ  

こで思い出しながら紹介したいと思う「。洋  

渓鋳の飢歳躍氏に話しをうかがえたのはた  

いへん率せであった。彼女ほ二十歳で結婚  

して、一年後に妊娠し、現在妊娠九ケ月で  

ある。羅既によると、普段ほどんな料理す  

るときも唐辛子や唐辛子の加工品を太れる。  

1、調査地の概況   

湖南省は中国の琵江〔”ぎーM訂下流に位置し勺、洞  

厳瀾の南に広がる。北部は洞廃湖平野㍉ ヰ  

那は丘陵地滞、商都ほ山岳地滞とな・つてい  

る。き 盲湿度が高く、雨が多い。）また、夏季汐〕  

気温が高く、匹雷撃ははっきりしている。中  

計敵大町葦の産地としても知濁れている。   

今回椚調査地である新化県職三ケ所の銃  

は湖南省の中東部より■幣や西に位置L、梅  

山地区と称きれ、梅山熟耳呵亘灘ほされる。  

いずれも山に囲まれ、川に巡り流れる地だ。  
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神挙  

酬仰遥済濠洩  

地図  

を早め、 またはよく出るようにすることで   

ある 

これらの慣習は箆時間にわたって形成L   

登れた‰ぴ）で、生活の知恵を得て伝承登れ   

てきた婆うのであるとみられる£）  

水蜜鱗にお射てどこ精機㍑雄二つあるい   

ほ三つのカ∵㌢ドの日があ愚鳴ホ巻いから東   

針頼日に並んでいて≠ 来年頂角鞘ような形   

をLでいる 

図1  

牽みがなけれぼ料理が美味Lくない。また、  

地元は劇一年中濁度が高いので、風土病など  

を防ぐために條う面がある。どの家も唐辛子  

軒数培Lているに唐辛子は中隊からたいえ  

劇鋸馴騨摘沌瀾巧てい猷，味の面だけで  

な宅医学的な蘭で‰患f排睨されてむうるとみ  

∴パ∴｝   

賂娠車は、野菜をたくきん磯ザたほうが  

よい。草も包び〕もの はに唐辛子である〕を  

食べてはいけないく。ミカンもで熟るだけ食  

べない。｝ モモ、ライチ、ナ謁は食㌦・ミていけ  

ない。〕なぜな鍔〕、これらの免税物は、のぼ  

せ、炎症などの症状を引き起にす病因主ヒ考  

えられ、胎児の皮膚に菜㌢茅響があるとされる  

からである。J以ヒのような妊娠中げ〕食に関  

する禁忌があるからとされる。   

出産LてからⅣ一正ケ凱∵需＝憫機期に軋  

米酒〔甘酒）をよく飲み、豚の腎袋で作っ  

た料理をよく食べ、また魚、鶏婆）よく食べ  

るとされる。ノ▲ これらの主な理由には乳の出  写真1ニカマド  
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注目Lたいのほ供物として餅のうえに赤い  

簸でつくった蛍尤を構ったとされる飾りが  

のせられていたことだ。梅山地方の先住民  

は寮尤の後裔というの伝説がある。   

30Eすの祭りが終わると、供物のブタの頭  

で（写真4）つくった料理（写薬5）を昼  

飯の－－「品としても頂いた。  

祭をフには供え物が敷かせない。餅、果物、  

市販のお菓子、乾栄、飴頸などの供え物が  

みられる。儀礼の後、菅に配って食べる慣  

習がある王。地元の方に「何故皆に配るか」  

∈ヒ尋ねると、「「吃供約東西好 〈供え‰グ）をた  

ぺると縁起がむういよ）」という 。この習慣は  

中国の北方でもみられる。29日の祭りで、  

写真2： お供える餅  写真3： 皆にお供えた餅を配る風景  

写真4： 供えるブタの頭  二二手ごご、 ∴・il：・－‾・∴、・・；ニ・－：∴ く：‥・；二■ ・  

いるおじさん  

3、家内の祭祀施設について   

凍尊鏡伊）緩流の寮に訪れた。Åに好の正面  

職壁には後先や観音等を祀る上段と土地瀾  

を祀る下段のある瀾姦 ∈神棚う があり、、い  

ずれも香炉が置かれも お酒、供物などが供  

えらえている。神慮グ）上部の中央には「、横  

に「先祖□芳」、壁縦には「誘三他国親師人  

間側には「我其夙夜ロロ血j「御憑依在徳」の  

字が雷かれ∴下部の中東には、「福徳堂」、  

両側には「地内産黄金すj「土中生白玉」の孝  

が書かれていた。）  

、・ココゴ   



写真6：押詰（上段）  

写真7 二 神罷（下段）  
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写真8～12‥ 五方護符（南北中西東）   

「Ⅳ昔」を、梅山の地区に住んでいる張五郎とい  

う野卑がいた。彼はこの地域が常に疫病、  

洪水㌔ 毒蛇猛獣に調われるこたが儀吟旬 箸  

レけ生活をお宅りている丸牒を鯛機するた  

めに∴ ‾古洲の「茫i〕太上老欝㌦㌦方術を学びに行  

宅が、直接方術を放えた電ない太上老君は  

幾つか難題を張五郎に出した「旨 張五郎は太  

上老君の娘である姫密から数えられた方術  

でこの難題を解決L、太上磯僧職瀾瀾ほ㌦  

つづつ方術で破った。先進技術を持って、  

優れて勇敢である英雄になった綬は細々に  

愛きれた。（太上教習は張五郎に姫々の仰を  

引き裂こうとLたが、）枢密の力で張五郎と  

一緒に太上老君から逃げて梅山に戻って牒  

て、美嚢になった。，張五郎は、姫摘が太上  

老君から学んだ方術を受けられ、梅山の首  

領になった。張五郎の方術が段々と精通し、  

承認銀賞瓢氏邦家に嵐紆㌃畑紅甘頼虹  

メもに言正面約郵㌻監の四顧壁と中敷の壁には  

「南方赤帝○ロ」「北署白帝u□H－＝濱野皿ユ  

「鰭芳潰帝□□j「磯プラ濁二帝ロロ」〔写真呂〟㌦  

】2∋ を赤も「う厳に漢字とマジカブ♭な符号で書  

かれた護符を粘ってもrもるg。うちの安餐を守  

るとら篭うことである得五万絆神様汐3存在を  

信じているかみ鉦紅凱   

新ずた県では絡ま－L茎数を信仰するところであ  

る。梅山数は道教の思想に強く影響をう妄ナ  

た民間宗教であるじ メ㌦離を絡んどの俵礼で  

礫われていたミ 

三ケ所の祭軒〕で祭壇の下に置かれる逆立  

つ像が見られた。「梅山神張五郎」かいう名  

の逆立つ像 ∈写蔑i3、i穏）である。j梅山の地  

区鼻こは、梅山神張五郎に関する仮説が浸；く  

伝わっている。  

・－・－－一三2⊥1一一一   



彼のÅ照雄上がってきた。たが、彼に時々  

いじめられていた細々は、張五郎が「【逆立j  

という修業するときに 均 斉慶の身体を敷けな  

いようにすか方術を施Lて、張五郎の両手  

は地を支え、両脚は充に向かりている遅宣  

ち状態にま㌦た‖ 亨皮は苦言ノく、拒」ヤに詫びた♪ノ  

そして ∵払∴猥五郎は今後あなたをいじ琉  

ません．。（もLvいじめたるこらぼト毒蛇猛獣が  

（私を殺そうとj 噛まなくて⊇蔓う、すぐに統に  

よって殺されるr－、－タ と瞥う。、脈々は彼♂〕欝真夏琵  

を聞き彼を信じ∴彼紆術数解いた。Lかし  

暫くL〆て縦ゃを薮）つ（ヒ苛めることをLたた  

め、耐えるこ宅なノー〕た縦やは、首を一三否も一つてぬ  

殺Lた。後に上級五郎は循椚誓言通り銃て  

殺された′ 梅山地区汐）ノ㌧′々は梅山を開発す  

る大きな功労を成モノた張五郎を記念するた  

めに、彼に條を作て〕て、梅山神とL′て祀る  

ようになった〔、ゝ ただ、姫々の響いを背し為た  

か紅∴掛乱酢紆像は、逆立つことで磯耽膵  

神とLて霊験を・現すことができる（二」（中国  

欝匹憾梅ihi」二藍学芸術検討会欄削妄百梅山旅遊  

嘉†ヒ芸術節線菜食 「中国欝四属梅山覚尊  

影緋雛泥減祓儀」 雲潮境 駅郷   

調蕊取紺地である新化鷹では張五郎とい  

う民間信仰げ）”申別であるが、種々な神を崇  

拝Lているとみられる二．  

写真13：梅山神弓長五郎像  写真14：梅山神張五郎憬   

この場所吼〉特徴的なもがh）は、御神木であ  

る 撒：薬15）。 

倒御本の枝には覇訂凍が垂れ下が′コてい  

る。ヨ ニ♂〕布は、柑で子供が産まれると、そ  

町子紆生辰A字（生年月日と時刻＝ を嚢㌦  

4．祭祀・儀礼  

2007，J‘8ノ729   漉藻鍍  

水車痍の祭りが行われた場所は、柑の中  

心部から山ぞいに太った所で行われた、。  

・∴ヱコニ1   



俗は日本でも見られ、岩手県連野市の卵子  

酉神社でほ、参拝者が赤い布に願い事を番  

いて涌の周囲に結んでいる。，  

て御神木に結ぶという習倦が残っている。  

そのためかこの柑では何Åも東学に進学す  

る者がでているそうである。このような習  

写真15 御神木   

祭りはおよそ7先の宗教者が行っていた 

ニ捌地方の宗教者は道教に強く雛響を受け  

た「梅山艶血」とよばれる喀）のである。  

祭りほこグ）御神水の下に祭壇を設けて行  

う。祭壇の前には充幕があり▲b その文様は  

rp心部に八封の図が儲かれている（写真1郎。  

・・三ゴ（う   



写真17 御神木に向かって拝礼  写真16 天幕   

る姿勢で祈ってむうた（写窺ユ7）て）その後、御  

前に供えられていた餅 ら米粉を固めて蒸し  

たようなもげ〕）がふ叢ヨまわれた。J   

それから旬  私募卵ある祭壇椚繭で祭り銅  

演目が始まったのであるか 祭壇御前Ⅵ成瀾  

には隕鬼に太塑の繋が置かれ、そ汐〕中には、  

祭りに礫う演目計や角笛などがÅれられて＼′へh  

る。まず宗教者たちはこ伊ヨザルの周囲に集  

ま軒）、何やら歓談Lてから演馴鍼責められ  

演目としては、武術的なもの句督楽との  

掛け合い、儀礼（開LLま）、獅子舞などが行わ  

れていた。   

この祭りの流れとしては、まず御刊本の  

豪側に石製の祭壇があり、そこで祭文が詠  

まれた。これは御神木ダ）表側にある旬 この  

祭りのた捌二設置された祭観たは遠い常設  

されている襲うののようであっただ）その際に  

2Åの紺九が祭文を詠んで）㌔る問うずく慧  

る。こ郎党齢蜂琵巣を穏Å  

が転用ながら親衛的な激  

針針酢凱仁牽れは儀礼潤  

ようでも凌招㌧蔓軋ぬを楽  

しませる演舞のようでも  

あ三J、   

この祭りもたけなわに  

なると丹、叫終♂〕弊をかつ  

いだ風神が澄磯㍑鳶ふ 薫－  

の名は「かバ  

愕窺乱9）山 間山は中図南  

部では首視ぎをする鬼瀾  

であり、祭りグ〕邪魔をサ  

る悪鬼を祓い清める役割  

かム；ニ）、   写真18 儀礼の始まリ  

榊酬227珊－  



写真19 開山   

開L揖は自らの身を清める動作を地面でほ  

な宅、眺げ〕上で一行う農 地薗げ〕上で直接行わ  

ないこ紆儀礼ほ、濱猥約なも卵患椚かイ滴  

浄な場所＿巨針掛韓している頂か考察職余磯  

感官あるだろう。凍寒級の開山は㌔ 他の地域  

と比㌦電抄ど宅コミカメレな梯子であるとレ且う。   

β署・の理由と言うのが、関山は身を清めた  

級淘 濁常に向かって月毎便、太健をする。婆）  

ちろん演出な卵だが、刃㌔道具を用レ篭ていた  

忌ヨ笥 冥銭で尻を遥頂き≠ その紙を撒いている  

動きは欄間職笑齢を誘旬て顆濃。こ椛瀾眈  

が終わって後は二匹グ〕御子が濠終約に子を  

産んで三匹になるという演出付きげ〕獅子舞  

がおこなわれたのだが、天気汐）急変で甲州時  

祭りが取り止めになった。しかし、残り2  

潰馴ま昼愈をとった後に我々が宿泊してい  

た街に祭壇を移して行われたの  

‥、－●  －  2007′′78ノ／30   

地元グ）オ、㌔学校校庭で行われた。祭りが始  

まる前に、すでに気温は高く、滝の患うに  

抒が流れた。祭壇ほ向かって左右中敷に設  

妄㌢られている。左の祭壇には「鰍悟」翔太  

塑像、供物（終の頭、米などう が置かれて  

もうる。 中森には八薮ほE野本では馴染み汐）な  

㍍動物名均 さらにそ銅甲痍ぷ「五盛儀」と  

されている魔方陣といえるものがある ∈衆  

2，衷3）。五藤とは中国道教汐〕整地でtある  

5つのLLiの総称である。つまり。ち 道教げ）整  

地をこ職数所に検している‰のと考洩られ  

′‡ニ1   

祭壇は舞台のよう場所に設置されている  

ため仰山段高くなっており、ばこ加ルシート  

でホロをかけられた簡易酌なものである。  

儀礼の中心はこの祭壇で行われる。もう－…岬・  

w㍉㌫ほ上¶   



表2 九州八卦の旗（方位は後付け）  

表3 九州八圭卜の旗  

－229両肘   



である。   

祭りは爆竹の轟音と共に始まった。やは  

りここでも宗教者によって祭壇の前で武術  

的射寮舞が行われる。その他にも数形の宗  

教者による演目などは炎天下にもかかわら  

ず行われた。   

その他にも、猟師の動作を細やかに演じ、  

四方と中央を猟銃に模した杖で撃つ演目な  

どが行われた。   

ここで注目したい和が韓倍の「猫退治」  

方の祭壇には太塑のÅ形（尊信）の叩粁に備  

えられている（写凛都航   

韓信は中国薬末から前漠初期にかけての  

武将である。「韓信の股く鴬竹り」という故事  

をもつ劉邦配下の三傑のひとりときれる。  

晩年、劉邦に冷遇されていた韓信は反乱を  

起こサも集散L鈴を落とす。   

ニの祭㌢∋は、悲運の武将である繚倍がそ  

の荒らぷる力でÅ閣鼻二危害を加えぬように  

叫州一目だけ策ノ界の王になれるために行うもの  

写真20 草書信  写真21祭壇の供物  

‾∴㌢巨三：しト   

ニれは明らかに虎なのだが¶r魔」である。  

この悪聾をする猫を韓信が凝滞率いて退治  

するのだが、温度冒では取をブ逃がしてしま  

う。しかし、宗教者の力によりパワーアッ  

プして、ついに猫を退治するのである。猥  

が退治され義綾子は粛を演じるÅ間と張り  

ぼての繍のÅれ変わりがあをブ、猫は退治さ  

－・．・・、・、、j・・∴．  

れており、この首を切り鮮血を張りぼての  

猫に付ける。これにより儀礼的な激味でÅ  

－－■－‥  
♂〕前に引き出されるのである。その級ぞの  

Å贈の首射衝していた。   

猫（マオう ほもともと普通の茅 ∈Ⅴ オ）  

で作られた人形に脱いを付着登せ祓机清め  

よとしたのでほな㌦、鶏か腰滑闇緋∵p部㌧こ  

こでの覇ほ災いの象徴とされている椚であ  

′；ニ∴、   

㌃の「猫退治」で全ての演目が終了し、  

－－よ汀トⅧ   



写真22 四方と中央を撃つ  

写真23 韓信の猫退治  

ー2こうl－－一   



としては「北斗＿‡と「南斗＿」であろう（写  

寅2損825）。ここには家の内部に祭壇が置か  

れ、玄関口にもホさな祭壇が作られていたしJ  

このノかさな祭壇で目についた♂〕が「虻議摘鋸  

という文字である。，おそらく道教の胎蔵神  

とされる王墓上帝グ〕尊であろう。ノ だが、ニ  

この祭壇にも韓信が祭られていた。〕なぜ関  

羽ではなく繚信なび〕か意味があるグ〕だろ／う  

㌃絆祭町猟場は∴家卵中で矩われたため  

非常に狭く、おまけに祭り見たさに来たプ」  

がおLかけ、身動きとれないような状態で  

圭∴二   

こ㌃では宗教者が凝瀾昭’－㌻ジ劾ルなステ  

がプ ㍗乱射）か掌紋を描いて窯を切り、賽  

銭を燻摩す樵が印象的である（写真2豪与）′   

ここで紗険礼は室内ぼかりではなく外に  

も出てもおこなわれるという大変忙Lい戊  

最後は宗教者によるか〆1が行われる。これ  

は叩一一段高い祭壇から宗教者が【肝にある大型  

の笈に2偶の道具を投じ占うというもので  

あるn ニれほ横から見ている我々州一般Åに  

はそれが著匿∫なのかは判断できず、宗教者  

のみこ軋に判断を下せる椚であ息   

時刻にLて現地」時間午後‾軋那春頃鴇 未だに  

窯き刺さるような陽射Lの中馬 洋緩鎮での  

祭りが終了Lた。そ紺後食事腰磨鞘牒磯雄  

なったのだカゞ、こ♂）食卓に出て料理に、  

延均陽射しに焙簸れていた膵職感が料理さ  

れてでた寮は賓利既び）拳泣告を寮照されたい。。  

桓重い酢約   
農家の玄関先で行わ軋たという表現が適  

切であるむ 壁¶－【一面に幕が貼られ、そこには  

様々な神々が描かれている。代表的なもの  

写真25 雨宮   写真24 北斗  

－2ニミゴーーーー  



写真望甑 学説をずる宗教瀞  

荒盈 寮演 義漕 法清 澄盈  

韓信  

写真27 奥祭壇  

一、－、一ソニi∴仁－   



畦道をぬけると河原に出る。そこにほ竹で  

八封の障が作られていた（写真28）。   

宗教者たちの刷団は、高らかに音楽を鳴  

らしながらこの障の中を何度も歩いていた。）  

その中には武術的なL動き婆）行っていること  

が確認できた。   

この後∴宗教者に点る刀のハシゴ登りが  

行われた。宗教者はこの刀の刃を踏みなが  

らハかゴを登ることによって自己の力を示  

す事ができるのである 愕二薬29）。   

この足をかけている刃は鋭い婆）グ）で、豊  

か前には試し切りも行われ、そ仰視きほ灘  

明されるのである。   

写真30では宗教者の背中に赤ん坊が負ぶ  

われているものである。この子はゃr回祭り  

が行われた宗教者の家げ）子である。この写  

真のように負ぶわれてハシゴ登りを行うこ  

とでその力にあやかろうというのであろう。－  

のであった。おまけに見物Åは時間と共に  

増えてむ1るようであり旬 室内の酸素がどん  

どん薄くなっているように感じられた。   

やばり、このような祭りは男性の宗教者  

のみであり、当然のように女形が登場して  

いる。   

ニの准山郷にも開しL蔓開演冒があゼ○たのだ  

鮒≠ ここ和開拗は言祝ぎを行うのでほなぐ  

竹を十字に組み、屈強な質量Åがそれを担  

宅旬、仮 そ殿上で曲芸を行うあのであ1つた。室  

内で狩っ－ているため竹の上に開山が立つと  

荒井に囁く和ではないかと思わせる。そこ  

から一【mふ既に飛び降り、地面スレ鼠レで竹に  

足を絡ませぷら下がると♭ゝものである。ぞ  

のスリ首プンダさから衆Åからも歓声があが  

っていだ。   

この間山汐）演目で室内での儀礼は終了L旬  

姉弟㌔と移動する。家の下側にある田んぼの  

写真28 九州∧圭卜を巡る  

－－】コニうーl－－   



写真30 子供を背負う  写真29  ハシゴ登リ  

、－              －          一     一   5、民間信仰  

地元において有名な教養汐〕家を訪問でき  干支沌把握LたうえⅥ恥手稲と面蘭を鼠なが  

●一   一 、一 － 一  一       、  、  

占う前に神姦に線香をあげ、礼拝して、、机   の新旧暦であるく。中国にお矩鳥ては「盤巌流  

に頸を伏せて、暫くすると気  

骨が悪くなり「オェッ」と戊  

どすのような音を発L、神が  

かったのような状態になった  

後∴頭を上げて、占いはじめ  

る。孝一職目（8月即日）祭祀  

演劇の中でも登場ノ先物の娘々  

が同じような状態になり、神  

がかりを表層していた。この  

ような民間の宗教者と祭祀の  

演目が行っている儀式に共通  

性がみられることに興味を魅  

かれた。  写真31女巫の用具  

－－235－   



字」いえば叩．．農暦♂）数年月巨き  

と払ううことだが、や料炉看では新  

暦を数えたが㌔ 農暦に換算L  

たかが確認できていない．。も  

し換算琶】′〆ないまま占っていた  

のでは新暦と旧暦の間で誤差  

が生じてしまうから”㌘ある。   

東亜と二Å職権繭者椚話凋  

以下椚通りで虜る。   

Aさんにつ射て職詣   

教義ほ、Åきんが子供勒頓  

にはい胸以上の部分が弱かっ  

写真32  女巫宅の神子；＝註  
たことをま増悪指摘t㌦た。Åさ  

んはかさ糾時に喘息たいう病窺があった〔。   

「魚澄んは学力を撞欄て㍍藩よ鴇 東浦澗  

に見れる√J太学院椚時代に結婚朝潮登凄出  

会えるそのÅ凋憾工い牒け雄浸目すし）結婚  

し漂こら、いい家庭を築鼓ナそうです。」 Åさ  

んは女並♂）話を聞いたら喜んでいた。   

儀礼叫j について本文で堂て浸か述べられるも  

のではなく、あくまで封ま暫と伝うう形である  

ため、比較から河を導こうとした‰のでは  

ないがい軋韓民俗の対象となるべきもげ〕は  

無数に含まれている〔、」こげ）報告から発Lて  

申匡箋げ）比較民俗へ卿味を持ってもらいたい  

と考える（。  Bきんにりいて椚詣   

僚躯ほ句 倦職右側に磯があり、また家族  

♂）顔の特徴につもうて請Lたで。この家族げ∋顔  

に－一■1）い‾ご∴＝うさ∴∴ナニ⊥駕∴ミま∴i■い1lト∴‾い′てノ∴   

沌溌戊凋∴ 一塵ぷ三園尊扱がある㌫  

淑、変通などに関係のある翠級だ。将来ほ  

記者になると㌔ 賽力がう碧く発揮登れるJ   

迅さんは、確かに今まで、梵通解故にあ  

ったことがあるが 、来年の就職先は商社に  

内定している。今のところ記者になるつも  

りはな転－と塩竃う。  

謝辞；ぜ㌢回の調査及び報告を書くにあたっ  

加訂ほ、贋巨［護律子先生にさまざまなご指導と  

ご助言をいただいた。）また、邪恋取材にご  

協力式ださった湖南省光琳炉）張鋤松先生、  

轡追究生及び調査取材地の皆様に感謝♂〕憲  

を凍上亮班㌦  

注  

図1 h一極：／／www，a11chまnail－1fo．c（〕m／首〕i‾0▼File／  

正村撤wl弧．h血1により作成するものである。  

おわりにかえて   

以上が湖南省新化鼎での調査取材の報告  

である。今回の報告で述べた「‾鹿叫蔓「祭祀■  
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漁醍鵜悶関儲   

私は硯在、中線研江省杭州市にある漸江  

先学に丸乳阻熟掛留学壁たLて滞就Lてい  

る。悪才学期闊は2鵜07年9月から20（娼牛摘まで  

げ）輝問で、このう好学管 中間層膵膵膵＝＝言  

身の郷党調教を行う予寺ヒである。）   

新涼i二太竺’勘調絹鯨凋㍑凋戌牒け瑠が凝ち  

測地に滞在することで知り得ること伊ラでき  

かÅか釣針常生活にみられる尭化や鳳瀾を  

棒験することができたし）例えば、現地げ）  

丸かがよむ訪れるお店や食堂などでÅ薄か  

変わす会話牽行動憧牒牒㍑することで≒  

般的な中国の某パ雄封毛深生酒にみられる行  

動彗コ考え方などを多少でほあるが知り、う，室〕  

か散策Lたぺ調査旅行に出か患うることで鶴  

中国打数適事情やその仕組みを棒凝するこ  

とができたl二】これらほテレビ彗ひインター血ネ 

ソトなと÷でも柑発きれていること〆㌘はある  

が、実際に現地に滞若君三Lて姿≒】身で体験L包  

また現地の人々と急ぎ活することで初めて－そ  

離ノらの意味を理解できる♂川）ではないかと思  

う。つまを′j、固によっ〕て史化や常呂故には遠  

いがあり、薫・れらを難解サるためには自区  

げ〕文化彗憫γ誠に基づく睨点だけで物事を見  

ることを改めることが必繋だということて  

ある。～ ニのことが理解できたことは今五経〕jの  

酢筆におけるひとつの太きな成果である。ノ   

また、ニの匹署ケ㌻＝針㌘たくきんの丸々と  

交流することができた。捌えばこの桝江太  

学で行われている要二川‡交流会で知り合てプた  

i巨歩語学科伊ノ）学整髪二たち彗コも催者の大学院生  

は中怪＝重！内でトップレベル細筆生らLく常  

に針標針持って勉強Lている姿せ見せてく  

れる。同じく蚤二川二I交流会で知針ブ合った近く  

の廿対語学校の学簸たちも、た雷た∵ヰニ  

ナ月とい1無頼碩那覧jで｛から宣二】本譜を学び  

鍛終的に日本紙棟克両級を職潤するほど猛  

勉強をしている。ぞの様子が伝わってきて  

私を奮起きせてくれる。被らは川本兼せ勉  

強してい透こセ戊凋汗l卜奉の文化にとてど雲j  

熱犠を柑〆ノ）でいるが、 一般の中国人抑学珪  

も＝塞㍑㌻アニメー誓〕才％㌣ラ柵アが好きでよく見て  

いるn  墓i乳」軒年椚Å琉ドラマ調蛮澤一巨図  

びF）テレビでは放送きれていないtヨ本び）「げ〕  

だめカンターーピレ」が・位になったそうで  

ある∫〉′ 中国の若者ほ＝率のアニ凋や丹膏巧  

に乱心を捕ち句 少なか宣すⅧ琢雄蟻川㍑沌  

．迂を許せる契機にな〆－ノているし）＝本の堵鳶  

を考・える竺ニ、残念ながLニ〕ゎ ー）才スコミヤイン  

タ細山・ネットなどによる政治や昭瀦瀾溜諦情  

緒か、あるいは中掛取紺の聯介といぅも吼  

が多数をゎめてい藩椛が現状である。   

界なる嘉化を撞つÅ凍舟Ⅷ沌■－い卵ことを  

碓解し」ぎ㌻うためには、相三三トの嘉化を嘉【津L  

鉦曾の尭礁凍欄H甘言信じ㌃ことがとても末  

切であると私ほ考えている。私の相磯普伸  

一れま「空間にみ杭れるさまざま怨Å聞活劇  

の事象かか脅こに関わるÅ身卵躁瀾戊里沌  

研究し、ぞの粘果を用いて比麿層瀾瀾瀾撲  

する」で、将東灘服溌ほり∵封桝酢兜方法論  

とし㌃確立させたい。異なる漉傭凍掃叛  

Å凌がお互い椚ことを理解し合うため釣ひ  

か≠閑ツ抽ルとして自身の灘甥沌牒摘パ∵  

いというものであるn 今岡の留学生活で体  

験Lているさまぎまなことや、、知音りノ含りてJた  

多くの友Åと椚彙儀凋∴ 詔諸にれからの朝  

究において有意発なものになるであろう。  

測鵬．‖斬紀 ㍉計計隊十  

三：号   
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